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 要 旨 
目的： 
アルコールは発がん補助物質あるいは腫瘍プロモーターと考えられており、様々な研究

において飲酒と結腸直腸癌の間に直線的な容量反応関係が示されている。しかしながらい

くつかの研究で、中等量の飲酒は心血管疾患と同様の予防効果があることが示唆されてい

る。この研究の目的は、結腸直腸癌と飲酒量および種類との関係を評価することである。 
 
方法： 
このケースコントロール研究はギリシャのアテネ地域で行われた。初めて結腸直腸癌と

診断された全体で連続 250 名の患者と年齢・性別のマッチしたコントロール 250 名がリク

ルートされた。平均年齢は患者群で 63歳(標準偏差 12)(男性 147名(59%)、女性 103名(41%))
で、コントロール群では 55 歳(標準偏差 13)(男性 112 名(44.8%)、女性 138 名(55.2%))であ

った。食習慣、前年の飲酒量・種類に加えて、社会人口統計学的特性、臨床的特性および

生活習慣特性を評価するため、トレーニングを受けたインタビュアーがアンケートを行っ

た。地中海食の実践は、地中海食スコア(MedDietScore；点数が高いほど地中海式食事法

に近いことを示す。理論的範囲 0～55）で評価された。 
 
結果： 
飲酒量 12g 未満/日を reference として、中等量飲酒（12～35g/日）は、男性でオッズ比(以

下 OR)0.35（95%信頼区間(以下 CI)0.16～0.74）、女性で OR 0.40（95%CI 0.18～0.91）と、

結腸直腸癌の有意な減少傾向と関連していた。大量飲酒（48g/日以上）は増加傾向と関連し

ていたが、男性は OR 3.45（95%CI 1.35～8.83）で有意、女性は OR 3.40（95%CI 0.50～
22.92）で有意ではなかった。赤ワイン飲酒は結腸直腸癌のオッズ低下と関連していたが、

男性は OR 0.47（95%CI 0.23～0.96）で有意、女性は OR 0.54（95%CI 0.23～1.30）で有

意ではなかった。それ以外のアルコール飲料の種類と結腸直腸癌との関係に有意なものは

なかった。地中海食は独立して結腸直腸癌のオッズ低下と関連しており、男性は OR 0.90
（95%CI 0.83～0.97）、女性は OR 0.87（95%CI 0.80～0.94）で、全体(P<0.001)で有意で

あった。 
 
結論： 
飲酒量と結腸直腸癌の関係は J カーブを示した。大量飲酒の有害な影響を明らかにする

際、今回の研究結果から、中等量の飲酒は男性でも女性でも結腸直腸癌に対して予防的効

果を及ぼす、そして赤ワインも同様の関係がありそうであることが示唆される。 
 
 
 


